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サプライチェーンにおける 
水リスクへの対応 

2013年は国連の呼びかけによる「国際水協力年」であり、水資源管理 

に関する協力というテーマで、1年を通じて様々なイベントが世界で開

催される。私たちの生存にとって水が不可欠であるということは言うま

でもないが、農産物や工業製品の生産にとっても水は欠かせないもの

である。地球に存在する水のうち約97.5％は海水であり、淡水は約

2.5％であるが、淡水のかなりの部分は南極や北極の氷として存在し

ており、河川や湖沼として存在する淡水は約0.01％に過ぎない1。しか

も、利用可能な淡水は地域的に偏在している。既に、水資源の不足は

世界的な問題となっているが、今後、人口増加や経済成長に伴う水資

源の需要増、気候変動がもたらす水資源の供給への影響などを通じ、
水資源不足はますます深刻化すると予想されている。 

1． これまでの日本企業の対応 

わが国は淡水資源に比較的恵まれており、渇水はしばしば生じるものの、私たちの生活や

生産活動に深刻な影響を与えるほどの渇水はまれである。企業の生産活動に用いられる

淡水としては、工業用水、上水、井水（地下水）などがあるが、特に、そのうちの多くを占め

る工業用水に関しては、「責任水量制」のもと、料金は実給水量に関わらず契約水量で算定

されている。 

契約水量は事業開始時の受水企業の要望に基づいて決定されるため、企業には、水の使

用の合理化や再生利用のインセンティブが働きにくい。また、国内の工業用水の料金も比

較的安価であると言える。こうしたことを背景として、多くの日本企業は、排水基準を遵守す

ることに対しては熱心であるが、水の使用の合理化や再利用に対しては多くの資源を投入

してこなかったと言える。 

 

2．増大する水リスク 

しかし、この状況も次第に変わりつつある。日本企業は、円高や国内需要の縮小といった 

事業環境の変化に対応するため、ここ数年、海外、特に中国、東南アジア、南アジアに積極

的に進出している。同様に、日本企業のサプライチェーンも、中国やアジア諸国を中心に 

グローバル化している。 

特に中国北部やインドは、水ストレス（利用可能な淡水量に対する取水量の比率）が高い地

域であり、経済発展に伴う農産物や工業製品の生産増に伴う淡水需要の増加により、水 
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ストレスはますます深刻になると予想されている（下図）。また、穀物や綿花の主要輸入先で

あるアメリカも、水ストレスの高い地域が中西部に広がっている。特に農産物や繊維の生産

は、水の利用可能状況に大きく依存することから、大量の農産物や繊維を輸入している日

本は、サプライチェーンにおける水ストレスの影響を受けやすいと言える。 

【図表1】Water Scarcity Index 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：UNEP「Vital Water Graphics」（http://www.unep.org/dewa/vitalwater/index.html） 

 

3． サプライチェーンにおける水リスクへの対応 

KPMGあずさサステナビリティとTrucostによる調査2によれば、日経225構成銘柄企業の総水

使用量（サプライチェーンにおける水使用量を含む）のうち75％はサプライヤーでの使用量で

あり、少なからぬ日本企業にとって、進出地域やサプライヤーの立地する地域における水リ

スクへの対応は無視できない課題であると言える。サプライチェーンにおける水リスクは、業

種によって大きく異なる。例えば、「食品・飲料」の企業にとっては、自社の工場で使用される

水の量に対して、原料である農産物が生産される際に消費される水の量が圧倒的である（下

図）。これに対し、サプライチェーンの上流に位置する「基礎資源」や「化学」といったセクター

では、サプライチェーンでの水使用量よりも、自らの工場で使用される水の量のほうが多い。 

【図表2】日系225企業で水使用量が最も多い6スーパーセクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：KPMGあずさサステナビリティ、Trucost（2012年）「ピークウォーター：日本企業のサプライチェーンに潜むリスク」 

                                                      

2 KPMGあずさサステナビリティ、Trucost（2012年）「ピークウォーター：日本企業のサプライチェーンに潜むリスク」 
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ほとんどの日本企業では自社の工場での水使用量を把握していると思われるが、水リスクを

評価するためには、それだけにとどまらず、サプライチェーンにおける水使用量を理解すると

ともに、それがどの国・地域での水使用であるかについて分析する必要がある。これは、1m3

の水使用であっても、例えば、サウジアラビアでの1m3の水使用とロシアでの1m3の水使用で

は、リスクの程度が全く異なってくるからである。 

特にサプライチェーンにおける水リスクの場合、最終的には調達先の見直しなどの必要性が

生じることがあるため、環境部門やCSR部門だけでは対処できない場合がある。水リスクの

検討にあたっては、検討の初期から、調達部門や経営企画部門を巻き込んだ対応が求めら

れる。 
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